
第１章 人口動態

１ 平成 27年の概況 

人口動態統計の概況を第 1.1表に示す。前年に比べ、出生、死亡、死産、婚姻、離婚は全て増加した。 

出生は、45,235人で前年より 32人増加し、人口千対の率は 9.0（前年 9.0）となった。 

死亡は 50,259 人で前年より 942人増加し、率は 9.9（前年 9.8）となった。 

出生数と死亡数の差である自然増減数は-5,024人で、前年の-4,114人より 910人減少し、率は-1.0

で前年に続き、マイナスとなった。 

死産は 1,164胎で前年より 9胎増加し、出産（出生＋死産）千対の率は 25.1（前年 24.9）となった。 

婚姻は 27,566 組で前年より 207組増加し、率は 5.5（前年 5.4）となった。 

離婚は 10,063 組で前年より 82組増加し、率は 1.99（前年 1.98）となった。 

なお、福岡県の出生率、死産率、婚姻率及び離婚率は全国を上回り、死亡率は全国を下回った。 

第 1.1表 人口動態統計の概況 

平成27年
平均発生間隔

平成27年 平成26年 対前年差 平成27年 平成26年 時:分'秒" 平成27年 平成26年

45,235 45,203 32 9.0 9.0 00:11'37" 8.0 8.0

50,259 49,317 942 9.9 9.8 00:10'27" 10.3 10.1

99 99 0 2.2 2.2 88:29'05" 1.9 2.1

45 44 1 1.0 1.0 194:40'00" 0.9 0.9

-5,024 -4,114 -910 -1.0 -0.8 … -2.3 -2.1

1,164 1,155 9 25.1 24.9 07:31'33" 22.0 22.9

496 462 34 10.7 10.0 17:39'41" 10.6 10.6

668 693 -25 14.4 14.9 13:06'50" 11.4 12.3

177 170 7 3.9 3.7 49:29'29" 3.7 3.7

142 133 9 3.1 2.9 61:41'25" 3.0 3.0

35 37 -2 0.8 0.8 250:17'09" 0.7 0.7

27,566 27,359 207 5.5 5.4 00:19'04" 5.1 5.1

10,063 9,981 82 1.99 1.98 00:52'14" 1.81 1.77

注：1)

2)

死 産

項 目

福 岡 県 全 国

年 間 発 生 数 発 生 比 率 発 生 比 率

出 生

死 亡

乳 児 死 亡

新 生 児 死 亡

自 然 増 減

離 婚

出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率は人口千対、乳児・新生児・早期新生児死亡率は出生千対、死産率は出産（出生＋死産）
千対、周産期死亡・妊娠満22週以後の死産率は出産（出生＋妊娠満22週以後の死産）千対である。

人口は｢平成27年国勢調査｣(総務省)を使用(全国 125,319,299人､福岡県 5,053,500人)。

自 然 死 産

人 工 死 産

周 産 期 死 亡

妊娠満22週以後の死産

早期新生児死亡

婚 姻





 

平成 27年の本県の市区町村別出生率を第 2.2表及び図 2.2に示す。最も出生率が高かったのは粕

屋町の 14.1だった（平成 11年以降連続 1位）。次いで新宮町の 13.7、博多区の 11.8、大野城市の 1

1.6 の順だった。福岡市及びその近郊で高い傾向がみられる。 

 

第 2.2表 市区町村別にみた出生率（人口千対）（平成 27年・福岡県） 

市 区 町 村 名 出生率 市 区 町 村 名 出生率 市 区 町 村 名 出生率 市 区 町 村 名 出生率

粕 屋 町 14.1 大 任 町 9.5 宮 若 市 8.5 岡 垣 町 7.3
新 宮 町 13.7 早 良 区 9.3 筑 前 町 8.5 八 女 市 7.2
博 多 区 11.8 春 日 市 9.2 桂 川 町 8.3 芦 屋 町 7.1
大 野 城 市 11.6 筑 後 市 9.2 う き は 市 8.2 築 上 町 7.1
篠 栗 町 10.9 宗 像 市 9.1 田 川 市 8.2 香 春 町 6.9
大 刀 洗 町 10.8 小 倉 南 区 9.1 直 方 市 8.2 大 牟 田 市 6.8
西 区 10.6 水 巻 町 9.1 城 南 区 8.2 豊 前 市 6.8
那 珂 川 町 10.6 八 幡 西 区 9.0 戸 畑 区 8.0 中 間 市 6.7
広 川 町 10.6 行 橋 市 8.9 赤 村 8.0 八 幡 東 区 6.6
志 免 町 10.4 筑 紫 野 市 8.8 若 松 区 7.7 大 川 市 6.5
東 区 10.1 飯 塚 市 8.7 糸 島 市 7.6 添 田 町 6.5
太 宰 府 市 10.0 古 賀 市 8.7 朝 倉 市 7.5 門 司 区 6.4
久 留 米 市 9.9 小 倉 北 区 8.7 川 崎 町 7.5 嘉 麻 市 6.3
南 区 9.7 大 木 町 8.6 福 智 町 7.5 小 竹 町 6.3
須 恵 町 9.6 吉 富 町 8.6 上 毛 町 7.4 み や ま 市 6.0
苅 田 町 9.5 宇 美 町 8.6 柳 川 市 7.4 鞍 手 町 5.4
中 央 区 9.5 久 山 町 8.6 遠 賀 町 7.4 み や こ 町 5.2
福 津 市 9.5 糸 田 町 8.6 小 郡 市 7.3 東 峰 村 4.1  

 

 
図 2.2 市区町村別にみた出生率（人口千対）（平成 27年・福岡県） 





 

(3) 出生順位別にみた出生数の状況 

 出生順位別にみた出生数・百分率の推移を第 2.4表及び図 2.4に示す。平成 27年の本県の出生数

は 45,235人だった。出生順位の構成割合をみると、最も多かったのは第 1子の 20,393人（45.1％）

だった。次いで第 2子の 16,029 人（35.4％）、第 3子の 6,666人（14.7％）、第 4子以上の 2,147

人（4.7％）の順だった。 

 

第 2.4表 出生順位別にみた出生数・百分率の推移（福岡県） 

 

総数 不詳
出生数 出生数 百分率 出生数 百分率 出生数 百分率 出生数 百分率出生数
67,318 29,595 44.0 22,073 32.8 9,549 14.2 6,101 9.1 0
68,854 31,864 46.3 26,079 37.9 8,187 11.9 2,722 4.0 2
69,632 31,347 45.0 27,144 39.0 8,980 12.9 2,161 3.1 0
71,059 32,565 45.8 28,344 39.9 8,401 11.8 1,749 2.5 0
64,404 27,032 42.0 25,664 39.8 9,901 15.4 1,807 2.8 0
58,837 23,855 40.5 22,899 38.9 10,029 17.0 2,054 3.5 0
48,164 20,286 42.1 17,665 36.7 8,338 17.3 1,875 3.9 0
46,849 21,688 46.3 16,705 35.7 6,713 14.3 1,743 3.7 0
47,290 22,851 48.3 16,982 35.9 6,042 12.8 1,415 3.0 0
43,421 20,635 47.5 16,032 36.9 5,328 12.3 1,426 3.3 0
45,304 21,301 47.0 16,504 36.4 5,912 13.0 1,587 3.5 0
46,393 21,695 46.8 16,848 36.3 6,303 13.6 1,547 3.3 0
46,695 21,533 46.1 16,931 36.3 6,536 14.0 1,695 3.6 0
46,084 21,546 46.8 16,456 35.7 6,392 13.9 1,690 3.7 0
46,818 21,343 45.6 16,967 36.2 6,593 14.1 1,915 4.1 0
46,220 20,819 45.0 16,477 35.6 6,843 14.8 2,081 4.5 0
45,815 20,554 44.9 16,483 36.0 6,755 14.7 2,023 4.4 0
45,897 20,461 44.6 16,573 36.1 6,753 14.7 2,110 4.6 0

 〃 26年 45,203 20,425 45.2 16,160 35.7 6,502 14.4 2,116 4.7 0
45,235 20,393 45.1 16,029 35.4 6,666 14.7 2,147 4.7 0

第４子以上

昭和35年

 〃 25年

平成 2年  

年  次
第１子 第２子 第３子

 〃 40年  
 〃 45年  
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 〃 60年  

 〃 18年

 〃  7年  
 〃 12年  
 〃 17年
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 〃 19年
 〃 20年
 〃 21年
 〃 22年
〃 23年
 〃 24年
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図 2.4 出生順位別にみた出生割合の推移（福岡県） 









 

 平成 27年の本県の保健所管内別低体重児割合を図 2.8に示す。最も低体重児割合が低かったのは

京築の 8.15％だった。次いで糸島の 8.47％、筑紫の 9.03％、東区の 9.06％、北筑後の 9.12％の順だ

った。   

 
図 2.8 保健所管内別にみた出生数に対する低体重児の構成割合（平成 27年・福岡県） 

 



 

３ 死  亡 

(1) 死亡の動向 

 死亡数及び死亡率（人口千対）の推移を第 3.1 表に示す。平成 27年の本県の死亡数は 50,259 人、

死亡率は 9.9だった。本県の死亡率の年次推移は全国の傾向とほぼ同様に推移し、近年高齢化の影響

により、緩やかな上昇を示している。死亡率は高齢者が多いほど高くなる傾向にあるので、年齢構成

を補正した年齢調整死亡率でみると、緩やかな減少傾向にある。 

 

第 3.1表 死亡数・死亡率（人口千対）の推移 

死亡数 死亡率
年齢調整
死亡率

死亡数 死亡率
年齢調整
死亡率

36,874 10.4 904,876 10.9 16.3

29,078 7.5 693,523 7.8 12.7

28,770 7.2 706,599 7.6 12.3

28,124 7.1 700,438 7.1 11.2

28,056 7.0 712,962 6.9 10.1

27,576 6.5 702,275 6.3 8.4

29,517 6.5 722,801 6.2 7.3

30,888 6.5 752,283 6.3 6.3

33,595 7.0 5.7 820,305 6.7 5.6

37,158 7.6 5.3 922,139 7.4 5.3

38,505 7.7 4.6 961,653 7.7 4.6

42,675 8.5 4.3 1,083,796 8.6 4.3

43,270 8.6 4.2 1,084,450 8.6 4.1

43,919 8.8 4.1 1,108,334 8.8 4.1

45,134 9.0 4.1 1,142,407 9.1 4.0

44,879 9.0 3.9 1,141,865 9.1 3.9

46,996 9.3 3.9 1,197,012 9.5 3.9

48,112 9.5 3.9 1,253,066 9.9 4.0

48,957 9.7 3.8 1,256,359 10.0 3.8

49,456 9.8 3.7 1,268,436 10.1 3.7

49,317 9.8 3.6 1,273,004 10.1 3.7

50,259 9.9 3.6 1,290,444 10.3 3.6

注：1)

2)

3)

  〃 35年  

〃 25年

 年  次

福 岡 県 全  国

 昭和25年  

  〃 30年  

  〃 40年  

  〃 45年  

  〃 50年  

  〃 55年  

  〃 60年  

 平成 2年  

  〃  7年  

  〃 12年  

昭和48年以降の全国の数値は沖縄県を含む。

〃 17年

〃 18年

〃 19年

〃 20年

〃 21年

〃 22年

〃 23年

〃 24年

〃 27年

年齢調整死亡率は福岡県保健環境研究所の計算による。計算に用いた年齢階級別人口は年齢階級

別福岡県推計日本人人口（県調査統計課）を人口動態統計で用いる都道府県別日本人人口で補正

した。

空欄は福岡県年齢階級別日本人人口が入手できないため計算から除外した。

〃 26年

 

 



 

  平成 27年の本県の市区町村別にみた死亡率を第 3.2表及び図 3.1に示す。本県で最も死亡率が低

かったのは粕屋町の 5.9だった。 次いで、中央区の 6.3、大野城市の 6.7、春日市の 6.7の順だった。

福岡市及びその近郊で低い傾向がみられる。 

 

第 3.2 表 市区町村別にみた死亡率（人口千対）（平成 27年・福岡県） 

市 区 町 村 名 死亡率 市 区 町 村 名 死亡率 市 区 町 村 名 死亡率 市 区 町 村 名 死亡率

粕 屋 町 5.9 宇 美 町 9.2 広 川 町 11.6 み や こ 町 15.0
中 央 区 6.3 宗 像 市 9.2 岡 垣 町 11.7 築 上 町 15.0
大 野 城 市 6.7 小 倉 南 区 9.6 直 方 市 11.8 八 女 市 15.0
春 日 市 6.7 福 津 市 9.8 若 松 区 12.0 大 牟 田 市 15.2
新 宮 町 6.8 苅 田 町 9.9 飯 塚 市 12.1 朝 倉 市 15.3
城 南 区 7.5 小 郡 市 9.9 大 木 町 12.4 う き は 市 15.3
博 多 区 7.5 筑 前 町 10.0 大 刀 洗 町 12.6 福 智 町 16.0
東 区 7.6 糸 島 市 10.2 柳 川 市 13.1 川 崎 町 16.1
古 賀 市 7.7 久 山 町 10.2 桂 川 町 13.4 香 春 町 16.3
那 珂 川 町 7.8 筑 後 市 10.3 み や ま 市 13.5 鞍 手 町 16.5
西 区 7.8 久 留 米 市 10.4 門 司 区 13.8 吉 富 町 16.5
早 良 区 7.9 八 幡 西 区 10.5 上 毛 町 13.8 嘉 麻 市 16.9
南 区 7.9 行 橋 市 10.6 大 川 市 14.0 宮 若 市 16.9
篠 栗 町 8.3 小 倉 北 区 10.7 中 間 市 14.1 糸 田 町 17.0
志 免 町 8.4 遠 賀 町 10.7 八 幡 東 区 14.1 大 任 町 17.0
筑 紫 野 市 8.5 芦 屋 町 11.2 豊 前 市 14.3 添 田 町 18.5
太 宰 府 市 8.6 水 巻 町 11.4 田 川 市 14.5 東 峰 村 22.6
須 恵 町 8.7 戸 畑 区 11.5 小 竹 町 14.8 赤 村 24.9  

 

 
図 3.1 市区町村別にみた死亡率（人口千対）（平成 27年・福岡県） 





 

 死因別順位別にみた死亡数及び死亡率を第 3.3表に示す。平成 27年の本県の死因別順位をみると、1

位は悪性新生物の 15,380人（人口 10万対 304.3）、2位は心疾患の 5,582 人（110.5）、3位は肺炎の 5,

113 人（101.2）、4位は脳血管疾患の 3,908人（77.3）であり、6位までは昨年と同様だった。 

 

第 3.3表 死因・順位別にみた死亡数・死亡率（人口 10万対）の推移（福岡県） 
上段：死亡数（人）

下段：死亡率（人口10万対）

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位 第９位 第１０位

8,350 5,710 4,894 2,121 1,144 980 968 768 644 560

175.7 120.1 103.0 44.6 24.1 20.6 20.4 16.2 13.5 11.8

9,474 6,631 4,567 3,057 1,239 853 816 711 630 483

198.0 138.6 95.5 63.9 25.9 17.8 17.1 14.9 13.2 10.1

11,414 5,270 4,954 3,725 1,630 814 772 626 598 567

233.1 107.6 101.2 76.1 33.3 16.6 15.8 12.8 12.2 11.6

12,503 4,941 4,863 3,666 1,687 1,213 717 688 586 536

250.8 99.1 97.6 73.5 33.8 24.3 14.4 13.8 11.8 10.8

13,700 5,545 4,544 4,408 1,784 1,235 789 726 650 561

273.4 110.7 90.7 88.0 35.6 24.6 15.7 14.5 13.0 11.2

13,903 5,486 4,557 4,503 1,699 1,291 800 796 621 608

277.2 109.4 90.9 89.8 33.9 25.7 16.0 15.9 12.4 12.1

14,130 5,524 4,799 4,551 1,644 1,241 919 836 636 571

281.7 110.1 95.7 90.7 32.8 24.7 18.3 16.7 12.7 11.4

14,328 5,610 4,826 4,527 1,701 1,227 971 852 649 633

285.8 111.9 96.3 90.3 33.9 24.5 19.4 17.0 12.9 12.6

14,312 5,584 4,656 4,404 1,636 1,185 990 915 670 618

285.4 111.4 92.9 87.8 32.6 23.6 19.7 18.2 13.4 12.3

14,769 5,791 5,076 4,316 1,724 1,173 1,116 932 726 721

293.6 115.1 100.9 85.8 34.3 23.3 22.2 18.5 14.4 14.3

14,754 5,660 5,226 4,366 1,738 1,395 1,224 980 703 668

292.9 112.3 103.7 86.7 34.5 27.7 24.3 19.5 14.0 13.3

15,153 5,773 5,120 4,180 1,805 1,563 1,119 973 688 650

300.4 114.5 101.5 82.9 35.8 31.0 22.2 19.3 13.6 12.9

15,187 5,726 5,208 4,068 1,830 1,679 1,067 967 693 689

300.9 113.5 103.2 80.6 36.3 33.3 21.1 19.2 13.7 13.7

15,087 5,666 5,044 3,975 1,987 1,751 993 922 710 617

299.0 112.3 100.0 78.8 39.4 34.7 19.7 18.3 14.1 12.2

15,380 5,582 5,113 3,908 2,227 1,674 938 901 753 601

304.3 110.5 101.2 77.3 44.1 33.1 18.6 17.8 14.9 11.9

注：昭和55年～平成2年まではICD-9、平成7年からはICD-10による分類である。
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肺炎・気管

支炎

年

高血圧性
疾患

2

年

平
成

悪性新生物 脳血管疾患 心疾患 肺炎 不慮の事故 自殺

肺炎・気管
支炎

不慮の事故・
有害作用

自殺
慢性肝疾

患・肝硬変
腎炎,ﾈﾌﾛｰｾﾞ症

候群・ﾈﾌﾛｰｾﾞ
老衰

肝疾患 腎不全
慢性閉塞性

肺疾患
老衰

7

自殺 腎不全 肝疾患 老衰
慢性閉塞性

肺疾患

12

平
成

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 不慮の事故

老衰 肝疾患
慢性閉塞性

肺疾患

年

平
成

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎

17

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎

不慮の事故 自殺 腎不全

老衰 腎不全
慢性閉塞性

肺疾患
肝疾患

19

年

慢性閉塞性
肺疾患

18

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 不慮の事故 自殺

脳血管疾患 不慮の事故 自殺 腎不全 老衰 肝疾患

自殺 老衰 腎不全 肝疾患
慢性閉塞性

肺疾患

20

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 不慮の事故

腎不全
大動脈瘤及

び解離
肝疾患

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患

21

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎

不慮の事故 自殺 老衰

自殺 腎不全
大動脈瘤及

び解離
肝疾患

23

年

慢性閉塞性
肺疾患

22

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 不慮の事故 老衰

脳血管疾患 不慮の事故 自殺 老衰 腎不全
大動脈瘤及

び解離

慢性閉塞性
肺疾患

大動脈瘤及
び解離

25

老衰 自殺 腎不全
大動脈瘤及

び解離
慢性閉塞性

肺疾患

24

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 不慮の事故

年

平
成

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 老衰 不慮の事故

年

悪性新生物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 老衰 不慮の事故

自殺 腎不全

腎不全 自殺

27

年

 
 





 

(3) 三大死因 

1) 悪性新生物 

 悪性新生物の主な部位別死亡数を第 3.5表に示す。本県の悪性新生物の死亡数は昭和 55年以降

平成 20年まで常に増加していたが、平成 21年、23年に微減した。平成 27年は前年より 293人増

加し､15,380人だった。また、死亡率（人口 10万対）は 304.3 で前年の 299.0を上回った。 

 

第 3.5 表 主要部位別にみた悪性新生物の死亡数の推移（福岡県） 

7,287 232 2,097 350 267 893 236 343 1,004 182 287 84 78 202 1,032

8,350 205 1,878 511 316 1,300 433 420 1,308 213 240 102 88 192 1,144

9,474 258 1,751 628 379 1,637 486 538 1,610 245 201 122 124 245 1,250

11,414 287 1,901 799 425 2,008 572 664 2,020 310 226 146 203 292 1,561

12,503 386 1,916 980 413 2,020 590 708 2,275 389 238 140 304 335 1,809

13,700 402 1,858 1,140 510 2,079 632 813 2,637 495 206 167 326 359 2,076

13,903 417 1,959 1,148 489 2,024 704 877 2,551 492 261 188 372 349 2,072

14,130 411 1,905 1,108 501 2,017 660 1,020 2,742 489 238 173 363 402 2,101

14,328 458 1,850 1,149 534 2,009 698 1,012 2,786 520 243 171 393 368 2,137

14,312 408 1,906 1,141 505 1,872 777 985 2,743 485 225 184 420 406 2,255

14,769 461 1,839 1,268 548 1,852 736 1,075 2,888 546 259 180 424 352 2,341

14,754 451 1,780 1,285 565 1,767 761 1,140 2,973 543 268 154 390 383 2,294

15,153 429 1,828 1,320 603 1,777 758 1,149 2,981 567 265 158 426 365 2,527

15,187 432 1,830 1,324 583 1,675 733 1,242 3,002 568 257 168 470 391 2,512

15,087 455 1,711 1,342 576 1,661 728 1,224 2,961 536 275 168 413 397 2,640

15,380 467 1,765 1,398 606 1,620 694 1,246 2,957 595 305 195 433 393 2,706

注：1)

2) 乳房は女のみの数値であり、男の乳房の数値はその他に計上している。

  〃 60年  

肝及び
肝内
胆管

胆のう
及び他
の胆道

膵
気管，
気管支
及び肺

年  次 総 数 食 道 胃 結 腸
直腸・
Ｓ状移
行部

卵 巣 前立腺 白血病 その他

 昭和55年  

乳 房 子 宮

〃 17年

 平成 2年  
  〃  7年  
  〃 12年  

〃 25年

〃 27年

平成7年からはICD-10の分類区分に基づき集計した。それ以前は、厚生省が作成したICD-9とICD-10の新旧比較表をもとに、ICD-10の分類に変換

して集計した。

〃 18年
〃 19年
〃 20年
〃 21年
〃 22年
〃 23年
〃 24年

〃 26年

 

 本県の悪性新生物の性・部位別死亡割合を図 3.5に示す。平成 27年の本県の悪性新生物による死

亡数は、男が 8,697人、女が 6,683人だった。また、構成割合をみると、男女ともに気管・気管支

及び肺、胃、肝及び肝内胆管、結腸が多く、これら 4部位による死亡数が全体に占める割合は、男

が 55.1％、女が 44.1％だった。 

 

図 3.5 性・部位別にみた悪性新生物の死亡数・構成割合（平成 27年・福岡県） 









 

 平成 27年の本県の保健所管内別にみた乳児死亡率を図 3.11 に示す。乳児死亡率が最も低かったの

は博多区の 0.41 で、次いで、中央区の 1.15、筑紫の 1.17、大牟田市の 1.26、北筑後の 1.36の順だ

った。 

 

図 3.11 保健所管内別にみた乳児死亡率（出生千対）（平成 27年・福岡県） 

(5) 周産期死亡 

 周産期死亡を死亡統計でとりあげるのは、妊娠 22週以後の死産と早期新生児死亡がともに母体の

健康状態に強く影響されるためであり、1950 年以降ＷＨＯによって提唱されたものである。 

 周産期死亡数及び周産期死亡率の推移を第 3.7表に示す。平成 27年の本県の周産期死亡数は 177

人、周産期死亡率（出産千対）は 3.9だった。 

第 3.7 表 周産期死亡数・周産期死亡率の推移 

福岡県 全 国 福岡県 全 国

3,161 47.0 41.4 177 3.9 4.7
2,315 33.6 30.1 202 4.3 4.5
1,654 23.8 21.7 201 4.3 4.3
1,085 15.3 16.0 186 4.0 4.2

687 10.7 11.7 200 4.3 4.2
443 7.5 8.0 202 4.4 4.1
292 6.1 5.7 194 4.2 4.0
295 6.3 7.0 157 3.4 3.7
251 5.3 5.8 170 3.7 3.7
209 4.8 4.8 177 3.9 3.7

注：1)
2)

3)

 昭和35年    〃 18年  
  〃 40年    〃 19年  
  〃 45年    〃 20年  

周産期死亡率
年  次

周産期死亡数
（福岡県）

周産期死亡率
年  次

周産期死亡数
（福岡県）

  〃 21年  
  〃 55年  
  〃 60年  
 平成 2年  

  〃 22年  
  〃 23年  
  〃 24年  

  〃 50年  

平成7年からの周産期死亡率は出産千対（出生数＋妊娠満22週以後の死産）である。それ以前は出生
千対である。

昭和48年以降の全国の数値は沖縄県を含む。

平成7年からの周産期死亡数は妊娠満22週以後の死産と早期新生児死亡の合計である。それ以前は妊
娠満28週以後の死産と早期新生児死亡の合計である。

  〃 17年  

  〃 25年    〃  7年  
  〃 26年    〃 12年  

  〃 27年  

 



 

 平成 27年の本県の保健所管内別の周産期死亡率を図 3.12に示す。周産期死亡率が最も低かったのは北

筑後の 0.68 で、次いで、嘉穂･鞍手の 1.73、筑紫の 2.34、大牟田市の 2.52、中央区の 2.86 の順だった。 

 

 

図 3.12 保健所管内別にみた周産期死亡率（出産千対）（平成 27年・福岡県） 

(6) 高齢者（65 歳以上）死亡 

 65歳以上の高齢者における死亡数及び死亡率の推移を第 3.8表及び図 3.13に示す。死亡数は年々

増加しているものの、高齢者人口も増加しているために死亡率としては減少もしくは横ばいの傾向に

ある。平成 27年国勢調査（総務省統計局）によると、本県の 65歳以上の日本人人口は 1,292,970人

で、全年齢人口の 25.9％を占めている。平成 27年の 65歳以上の死亡数は 44,470人、死亡率（人口

千対）は 34.4だった。 

 

第 3.8表 65 歳以上の高齢者における死亡数及び死亡率（人口千対）の推移 

死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率 死亡数 死亡率
16,738 57.1 438,362 60.0 36,691 34.8 923,666 33.8
17,897 50.4 459,385 52.0 37,731 35.0 960,917 34.2
20,097 47.1 503,067 47.4 37,832 34.2 964,863 33.4
21,463 43.0 535,260 43.3 39,923 35.8 1,019,825 34.7
24,526 41.0 604,674 40.7 40,830 36.1 1,067,143 36.0
28,398 39.1 704,092 38.7 42,039 35.9 1,088,049 35.5
30,465 35.1 757,558 34.5 42,929 35.3 1,108,045 34.9
34,807 35.0 888,240 34.6 43,145 34.1 1,121,260 34.1
35,681 34.8 895,829 33.8 44,470 34.4 1,147,508 34.0

全  国

 昭和45年    〃 19年  

年  次
福 岡 県 全  国

年  次
福 岡 県

  〃 21年  
  〃 22年  
  〃 23年  

  〃 50年  
  〃 55年  

  〃 20年  

  〃 25年  

  〃 60年  
 平成 2年  

  〃 18年    〃 27年  

  〃  7年  
  〃 12年  
  〃 17年    〃 26年  

  〃 24年  

 







 

４ 死  産 

 死産数及び死産率の推移を第 4.1表に示す。平成 27年の本県の死産数は 1,164胎、死産率［出産（出

生＋死産）千対］は 25.1だった。また、自然死産数（自然-人工の不詳を含む）は 496胎、自然死産率

は 10.7、人工死産数は 668 胎、人工死産率は 14.4だった。 

第 4.1表 死産数・死産率（出産千対）の推移 

全 国 全 国 全 国

死産数 死産率 死産率 死産数 死産率 死産率 死産数 死産率 死産率

10,752 89.7 84.9 5,027 41.9 41.7 5,725 47.7 43.2

9,947 115.2 95.8 4,269 49.4 44.5 5,678 65.7 51.3

10,427 134.1 100.4 4,966 63.9 52.3 5,461 70.2 48.1

7,949 103.5 81.4 4,285 55.8 47.6 3,664 47.7 33.8

6,199 81.7 65.3 3,602 47.5 40.6 2,597 34.2 24.7

4,793 63.2 50.8 3,009 39.7 33.8 1,784 23.5 17.1

3,753 55.1 46.8 2,044 30.0 28.8 1,709 25.1 18.0

3,588 57.5 46.0 1,543 24.7 22.1 2,045 32.8 23.9

2,689 52.9 42.3 1,051 20.7 18.3 1,638 32.2 23.9

1,935 39.7 32.1 683 14.0 14.9 1,252 25.7 17.2

1,858 37.8 31.2 593 12.1 13.2 1,265 25.7 18.1

1,605 35.6 29.1 556 12.3 12.3 1,049 23.3 16.7

1,495 31.9 27.5 505 10.8 11.9 990 21.2 15.6

1,451 30.3 26.2 534 11.2 11.7 917 19.2 14.5

1,424 29.6 25.2 530 11.0 11.3 894 18.6 13.9

1,342 28.3 24.6 503 10.6 11.1 839 17.7 13.5

1,366 28.3 24.2 582 12.1 11.2 784 16.3 13.0

1,314 27.6 23.9 499 10.5 11.1 815 17.1 12.8

1,251 26.6 23.4 542 11.5 10.8 709 15.1 12.6

1,195 25.4 22.9 472 10.0 10.4 723 15.4 12.5

1,155 24.9 22.9 462 10.0 10.6 693 14.9 12.3

1,164 25.1 22.0 496 10.7 10.6 668 14.4 11.4

2)自然死産には自然-人工の不詳を含む。

年次

総   数 自   然 人   工

福 岡 県 福 岡 県 福 岡 県

 昭和25年  

  〃 30年  

  〃 35年  

  〃 40年  

  〃 45年  

  〃 50年  

  〃 55年  

  〃 60年  

 平成 2年  

  〃  7年  

  〃 21年  

  〃 12年  

  〃 17年  

  〃 18年  

  〃 19年  

  〃 20年  

  〃 22年  

  〃 23年  

  〃 24年  

  〃 27年  

注：1)昭和48年以降の全国の数値は沖縄県を含む。

  〃 25年  

  〃 26年  

 

 平成 27年の本県の保健所管内別にみた死産率を図 4.1に示す。最も死産率が低かったのは粕屋の 20.

87だった。次いで、南区の 20.95、筑紫の 21.12、宗像・遠賀の 21.31、早良区の 22.53の順だった。 

 
図 4.1 保健所管内別にみた死産率（出産千対）（平成 27年・福岡県） 



 

５ 婚  姻 

 婚姻件数及び婚姻率の推移を第 5.1 表に示す。平成 27年の本県の婚姻件数は 27,566組、婚姻率（人

口千対）は 5.5だった。 

第 5.1表 婚姻件数・婚姻率（人口千対）の推移 

婚姻件数 婚姻率 婚姻件数 婚姻率 婚姻件数 婚姻率 婚姻件数 婚姻率

39,288 12.4 934,170 12.0 28,715 5.7 714,265 5.7
32,614 9.2 715,081 8.6 30,006 6.0 730,971 5.8
31,424 8.1 714,861 8.0 29,486 5.9 719,822 5.7
37,184 9.3 866,115 9.3 30,017 6.0 726,106 5.8
37,816 9.5 954,852 9.7 29,419 5.9 707,734 5.6
38,206 9.5 1,029,405 10.0 29,247 5.8 700,214 5.5
36,937 8.7 941,628 8.5 28,008 5.6 661,895 5.2
32,007 7.0 774,702 6.7 27,974 5.5 668,869 5.3
29,208 6.1 735,850 6.1 28,183 5.6 660,613 5.3
27,377 5.7 722,138 5.9 27,359 5.4 643,749 5.1
30,355 6.2 791,888 6.4 27,566 5.5 635,156 5.1
30,640 6.1 798,138 6.4

注：昭和48年以降の全国の数値は沖縄県を含む。

  〃 21年  
  〃 22年  
  〃 23年  

  〃 17年  
  〃 18年  
  〃 19年  
  〃 20年  

全  国
年  次

福 岡 県 全  国
年  次

福 岡 県

 昭和22年  
  〃 25年  
  〃 30年  
  〃 35年  
  〃 40年  
  〃 45年  
  〃 50年  
  〃 55年  
  〃 60年  
 平成 2年  
  〃  7年  

  〃 24年  

  〃 12年  

  〃 25年  
  〃 26年  
  〃 27年  

 

 

 平成 27年の本県の市区町村別にみた婚姻率を図 5.1に示す。最も婚姻率が高かったのは博多区の 1

0.83だった。次いで中央区の 8.57、粕屋町の 8.24、小倉北区の 6.68、芦屋町の 6.43の順だった。 

 
図 5.1 市区町村別にみた婚姻率（人口千対）（平成 27年・福岡県） 



 

６ 離  婚 

 離婚件数及び離婚率の推移を第 6.1 表に示す。平成 27年の本県の離婚件数は 10,063組、離婚率は 1.

99だった。 

第 6.1表 離婚件数・離婚率（人口千対）の推移 

離婚件数 離婚率 離婚件数 離婚率 離婚件数 離婚率 離婚件数 離婚率

3,918 1.23 79,551 1.02 11,567 2.31 261,917 2.08
4,402 1.25 83,689 1.01 11,291 2.25 257,475 2.04
4,336 1.12 75,267 0.84 11,115 2.22 254,832 2.02
3,971 0.99 69,410 0.74 11,037 2.20 251,136 1.99
4,113 1.04 77,195 0.79 11,121 2.22 253,353 2.01
4,879 1.22 95,937 0.93 10,952 2.18 251,378 1.99
5,655 1.33 119,135 1.07 10,653 2.11 235,719 1.87
7,156 1.57 141,689 1.22 10,541 2.09 235,406 1.87

8,918 1.88 166,640 1.39 10,290 2.04 231,383 1.84
7,699 1.61 157,608 1.28 9,981 1.98 222,107 1.77
9,064 1.85 199,016 1.60 10,063 1.99 226,215 1.81

12,053 2.42 264,246 2.10

注：昭和48年以降の全国の数値は沖縄県を含む。

  〃 17年  

  〃 22年  
  〃 21年  
  〃 20年  
  〃 19年  
  〃 18年  

 平成 2年    〃 26年  
  〃  7年    〃 27年  
  〃 12年  

  〃 50年    〃 23年  

  〃 55年    〃 24年  
  〃 60年    〃 25年  

  〃 45年  

 昭和22年  
  〃 25年  
  〃 30年  
  〃 35年  
  〃 40年  

全  国
年  次

福 岡 県 全  国
年  次

福 岡 県

 

 

 平成 27年の本県の市区町村別にみた離婚率を図 6.1に示す。最も低かったのは東峰村の 0.00、次

いでみやこ町の 1.39、八女市の 1.39、小郡市の 1.46、みやま市の 1.50の順だった。 

 

 
図 6.1 市区町村別にみた離婚率（人口千対）（平成 27年・福岡県）  


